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「
心
身
と
も
に
健
康
」
を
求
め
て
！

県
連
協
会
長 

中
島
武
久

県
連
協
会
員
の

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

さ
る
５
月
２２
日
開

催
の
県
連
協
平
成

２７
年
度
定
期
総
会

に
お
い
て
承
認
さ

れ
、
今
年
度
、
県
連
協
会
長
を
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
熊
谷
学
園
連
協
の
中
島
武
久
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
私
達
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
一

段
と
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が

益
々
進
み
、
価
値
観
の
多
様
化
、
経
済
的
格
差
の

拡
大
そ
し
て
各
種
情
報
の
氾
濫
な
ど
で
す
が
、
私

達
に
と
っ
て
一
番
の
関
心
事
は
、
日
常
生
活
を
普

通
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
「
心
身
と
も
に
健
康

で
あ
る
」
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た

め
に
は
、
「
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
」
こ
と
を

保
持
で
き
る
環
境
を
自
分
な
り
に
作
り
、
こ
れ
を

守
り
、
維
持
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ

と
に
、
私
達
に
は
長
い
間
培
っ
た
経
験
と
知
識
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
世
間
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、

そ
こ
で
新
し
い
知
識
の
習
得
と
未
経
験
の
分
野

に
取
り
組
み
、
少
し
で
も
良
い
か
ら
何
ら
か
の
形

で
社
会
に
恩
返
し
を
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
、

い
き
い
き
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
楽
し
く
過
ご

し
た
い
、
こ
れ
は
多
く
の
高
齢
者
の
望
む
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
県
連
協
定
期
総
会
に
お
い
て
、
こ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
恒
例
の
３
大
事
業
を
は

じ
め
と
し
た
事
業
計
画
及
び
予
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
７
月

日
（
火
）
に
「
第
１
回
公
開
学

習
」
、

月
２
日
（
金
）
に
「
社
交
ダ
ン
ス
の
集

い
」
、

月

日
（
金
）
は
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
交
歓
大
会
」
、
そ
し
て
年
が
明
け
た
３
月
５

日
（
土
）
に
は
「
芸
能
祭
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
年

度
担
当
幹
事
学
園
連
協
に
よ
り
企
画
・
運
営
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
に
参
加
し
て
多
く
の
仲
間
と
交
流

し
「
生
き
て
い
る
喜
び
を
」
実
感
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

結
び
に
、
県
連
協
は
じ
め
各
学
園
連
協
の
益
々

の
発
展
と
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
、
会
長
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

 

平
成
二
十
七
年
度
県
連
協 

◇
役
員 

会
長 

 

中
島
武
久
（
熊
谷
） 

副
会
長 

梶
田
國
夫
（
熊
谷
） 

副
会
長 

東
山 

博
（
川
越
） 

 

副
会
長 

恩
田
宏
三
（
伊
奈
） 

副
会
長 

秋
山
達
夫
（
鷲
宮
） 

理
事 

 

金
子
和
生
・
倉
兼
敏
昭
（
浦
和
） 

 
 
 

 

中
澤
幸
衛 

 
 
 

 

（
熊
谷
） 

 
 
 

 

玉
岡
福
彦 

 
 
 

 

（
川
越
） 

 
 
 

 

福
石 

敏 
 
 
 

 

（
鷲
宮
） 

 
 
 

 

正
親
嵩
弘
・
近
藤 

伸
（
蕨
） 

 
 
 

 

石
塚
十
三
一･

青
木
明
雄(

東
松
山
） 

 
 
 

 

伊
藤
弘
人 

 
 
 

（
伊
奈
） 

 
 
 

 

岡 

大
輔
・
深
澤
賢
充(

春
日
部
） 

 
 
 

 

谷 

和
夫
・
足
立 

弘
（
入
間
） 

会
計 

 

正
親
嵩
弘
（
蕨
）
石
塚
十
三
一 

 
 
 

(

東
松
山
） 

監
事 

 

桂 

輝
雄(

川
越)

木
村
一
夫(

鷲
宮
） 

顧
問 

 

伊
藤
弘
一 

 
 
 
 

（
入
間
） 

 

◇
理
事
会
開
催
日 

 
 

第
二
回 

九
月
十
八
日 

（
金
） 

 
 

第
三
回 

十
二
月
四
日 

（
金
） 

第
四
回 

二
月
二
十
六
日
（
金
） 

第
五
回 

四
月
二
十
二
日(

金) 

◇
事
業
計
画 

①
第
一
回
公
開
学
習 

 

七
月
十
四
日(

火
）
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

②
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い 

十
月
二
日
（
金
）
上
尾
運
動
公
園
体
育
館 

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会 

十
月
三
十
日
（
金
）
は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代 

④
芸
能
祭 

三
月
五
日
（
土
）
国
立
女
性
教
育
会
館 

⑤
広
報
誌 

 

県
連
協
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

六
月
末
発
行 

 

会
報
四
四
号 

二
十
八
年
三
月
末
発
行
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6 月 発行 

平
成
２７
年
度
通
常
総
会
開
催
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伊
奈
連
協 

 

伊
奈
連
協
は
今
年
度
、
一
九
〇
名

の
新
会
員
を
迎
え
、
会
員
総
数
一
〇

三
〇
名
と
な
り
ま
し
た
。

 

退
会
す
る
期
も
あ
り
、
漸
減
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
親
睦
を
旨
と
し
て

各
期
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
計

画
を
立
案
・
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

 

平
成

年
度
は
、
四
つ
の
事
業
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

○ 

月

日
（
金
）

※
予
備
日

月

日
（
金
）

第

回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
（
県
活
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

○ 

月

日
（
金
）

第

回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

発
表
会 

（
県
活
小
ホ
ー
ル
）

○ 

月

日
（
月
）

又
は
、

月

日
（
月
）

第

回
親
睦
ダ
ン
ス
の
集
い

（
会
場
は
、
未
定
）

○ 

月

日
（
金
）

第

回
合
同
研
修
会

（
県
活
小
ホ
ー
ル
）

 

 

入
間
連
協 

 

入
間
連
協
も
七
期
が
加
わ
り
三
五

七
名
と
な
り
、
二
年
後
に
は
五
百
名

を
超
え
る
大
所
帯
と
な
っ
て
行
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
連
協
の
行
事

は
会
長
や
各
期
の
会
長
だ
け
で
は
運

営
で
き
ま
せ
ん
。
会
員
一
人
、
一
人
の

参
加
や
協
力
が
な
け
れ
ば
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
入
間
連
協
は
設
立
し
て
か

ら
六
年
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
三
つ
の
「
わ
」

が
必
要
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
輪
」・

「
話
」・「
和
」
で
す
。
そ
し
て
大
切
な

の
は
「
笑
顔
」
と
「
あ
り
が
と
う
」
を

胸
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
の

事
業
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。 

○ 

９
月
末
も
し
く
は
10
月
初
旬 

 

 
 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

 

（
入
間
市
体
育
館
グ
ラ
ン
ド
） 

○ 

11
月
11
日
（
水
） 

 
 
 

文
化
祭
（
演
芸
・
展
示
物
） 

 

（
入
間
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

○ 

２
月
中
旬 

学
習
会 

（
入
間
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

浦
和
連
協

平
成
二
十
二
年
に
学
園
が
閉
校
し
、

新
入
会
員
が
途
絶
え
、
会
員
も
高
齢

化
し
て
き
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
約
一

千
名
で
し
た
が
、
毎
年
約
百
名
が
退

会
し
、
来
年
は
三
百
名
を
切
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業
を

通
じ
交
流
・
親
睦
・
絆
を
深
め
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
事
業

○ 

五
月
二
十
日

散
策 

 
 
 

上
野
恩
賜
公
園

○ 

九
月
九
日

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

○ 

十
月
十
七
～
十
九
日

文
化
祭 

 
 
 
 

埼
玉
会
館

○ 

十
一
月
十
八
日

ク
ラ
ブ
活
動
交
流
発
表
会

 
 
 
 
 
 

浦
和
コ
ミ
セ
ン

 

そ
の
他
、
各
期
の
学
習
会
に
積
極

的
に
参
加
を
呼
び
か
け
集
客
を
図
る
。

【
広
報
活
動
】

会
報
を
年
三
回
発
行
し
、
企
画
部

事
業
の
案
内
・
各
期
の
学
習
会
の
情

報
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
掲
載
。

【
社
会
貢
献
活
動
】

「
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
」
を
毎
年
実
施
。

そ
の
他
期
毎
に
介
護
老
人
保
健

施
設
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
。

春
日
部
連
協 

 
 

今
年
度
の
春
連
協
は
発
足
二
十
周

年
を
迎
え
る
記
念
の
年
を
迎
え
ま
す
。

会
員
も
一
七
〇
名
の
新
入
会
が
あ

り
一
一
〇
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
校
友
会
の

目
的
「
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

能
力
を
身
に
付
け
・
・
・
」
を
再
認
識

し
見
直
し
を
図
り
次
の
世
代
に
繋
げ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
連
協
内
に
置
い
て
は
解
散
さ

れ
る
期
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
や
る
気
の
あ
る
残
さ
れ
た

会
員
も
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
事
を

考
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
に
も
各
期
の
ク
ラ
ブ
活
動

に
加
え
て
連
協
内
に
縦
の
繋
が
り
を

持
て
る
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

も
重
要
な
事
と
思
い
ま
す
。

主
要
な
事
業
予
定

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

〇
文
化
祭
（
演
芸
の
部
・
展
示
の
部
）

〇
公
開
学
習

〇
会
報
の
発
行
（
年
四
回
）

〇
二
十
周
年
記
念
誌
の
発
行

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

〇
周
辺
諸
団
体
と
の
交
流
活
動
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川
越
連
協

 

平
成
27
年
度
は
38
期
一
一
九
名

の
新
加
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
25
期

と
31
期
が
退
会
し
た
た
め
会
員
数
は

11
の
期
で
七
四
五
名
に
な
り
ま
し
た
。 

 

会
員
の
約
三
分
の
一
が
バ
ス
６
台

に
分
乗
し
て
行
わ
れ
た
新
春
バ
ス
旅

行
の
よ
う
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
お

互
い
に
誘
い
あ
っ
て
参
加
す
る
楽
し

い
事
業
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

平
成
27
年
度
事
業
計
画 

○ 

５
月 

会
報
速
報
版
発
行 

○ 

９
月 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル 

 
 

フ
大
会 

○ 

11
月 

文
化
祭 

○ 

12
月 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

○ 

１
月 

新
春
日
帰
り
バ
ス
旅

行 

○ 

３
月 

会
報
発
行 

、

熊
谷
連
協 

 
 
 
 

平
成
二
七
年
度
は
一
年
制
十
七
、

二
年
制
四
、
計
二
十
一
校
友
会
が

加
入
し
、
会
員
数
は
一
四
四
三
名

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
創
立

四
〇
周
年
の
区
切
り
の
年
に
な
り

ま
す
。
今
年
度
も
会
員
各
位
の
新

た
な
生
き
が
い
創
造
の
一
助
と
な

る
べ
く
活
動
し
て
行
く
所
存
で
す
。

主
な
事
業
計
画

○ 
五
月
～
一
二
月
、
三
月

 

花
壇
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
）

○ 

八
月
二
八
日
（
金
）

 
 

熊
連
協
創
立
四
〇
周
年
記
念

 
 
 

学
習
会

 

（
熊
谷
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○ 

一
一
月
六
日
～
九
日

熊
連
協
創
立
四
〇
周
年
記
念

第
二
六
回 

文
化
祭

 

（
熊
谷
市
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

○ 

二
月
二
十
日

土

熊
連
協
創
立
四
十
周
年
記
念

 
 

第
二
三
回 

芸
能
祭 

（
熊
谷
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
）

東
松
山
連
協 

年
度
は
、
新
旧
の
出
入
り
が
あ

り
総
会
員
数

名
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。 

『
松
連
協
』
運
営
に
は
、
先
輩
諸
氏
の

ご
指
導
を
戴
き
、
内
容
充
実
に
よ
り

楽
し
い
活
動
の
出
来
る
校
友
会
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
企
画
事
業
は
、

① 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

 

月

② 

地
域
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
会 

月

 

（
開
催
期
間
を
短
縮
し
、
参
加
児 

 

童
増
加
と
内
容
の
充
実
を
図
る
）

③ 

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

月

④ 

文
化
祭 

 
 
 
 
 
 

９
月

⑤ 

新
春
の
集
い 

 
 

年
１
月

⑥ 

芸
能
祭 

 
 
 
 

２８
年
２
月

 

（
第
１０
回
の
節
目
を
機
に
観
客
の

増
加
を
狙
い
、
休
日
の
土
曜
実

施
に
踏
み
切
っ
た
） 

 
 

ま
た
、
県
連
協
芸
能
祭
を
３
月
に
入

間
校
と
共
同
幹
事
で
担
当
し
ま
す
。

鷲
宮
連
協 

平
成
２７
年
度
は
３８
期
一
〇
八
名

が
新
規
加
入
し
、
総
会
員
数
九
八
八

名
２４
期
か
ら
３８
期

で
の

期
で
運

営
い
た
し
ま
す
。

鷲
連
協
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加 

す
る
こ
と
で
、
喜
び
な
り
楽
し
み
を

自
分
か
ら
掴
ん
で
い
た
だ
く
活
動
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
 

主
な
事
業
計
画

〇 

７
月
３
日
（
金
）

 
 

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

 
 
 
 

（
鷲
宮
運
動
広
場
他
）

 

〇 

毎
月
第
２
土
曜
日

 
 

月
例
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

 

〇 

９
月
４
日
（
金
）

 
 

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
選
抜
大
会

 
 
 
 
 

は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代
）

 

〇 

１１
月
１１
日
（
水
） 

 
 
 

合
同
文
化
祭 

 

 
 
 
 

（
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

 

〇 

平
成
２８
年
２
月
予
定

 
 
 
 
 
 
 

公
開
学
習
会
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蕨
連
協 

蕨
連
協
の
平
成

年
度
は

期
校

友
会
の
加
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
諸
事

情
に
よ
り
会
員
数
が
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
校
友
会
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
従
来
の
事
業
に
加
え
て
、

月
に
参
加
者
が
一
体
と
な
っ
て
楽

し
め
る
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実

施
す
る
予
定
で
す

蕨
連
協
事
業
計
画

○ 

月

日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

○ 

月

日

 
 
 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

○ 

月

日 

特
別
イ
ベ
ン
ト

 

「
落
語
と
音
楽
の
夕
べ
」

○ 

月

日

 

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

○ 

月

日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

○ 

月

日 

第

回
演
芸
大
会

○ 

月

日

 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

○ 

月

日

 

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

    

◇
県
連
協
事
業
部
会
（
大
会
打
合
わ
せ
）

 
 

①
社
交
ダ
ン
ス
部
会 

 
 

 

七
月
十
七
日

金

 
 

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
会

 
 

 

七
月
二
十
四
日

金

 
 

③
広
報
部
会

 
 

 

七
月
二
十
九
日

水

 
 

④
芸
能
祭
部
会

 
 

 

七
月
三
十
一
日

金

◇
い
き
い
き
埼
玉
事
業 

 
 

①
高
齢
者
創
作
展

 
 

 

九
月
四
日

金

〜
七
日

月

 
 
 
 

埼
玉
会
館

 
 

②
彩
の
国
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

 
 

 

十
一
月
十
四

土･

十
五
日

日

 
 
 
 

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

 
 

③
第
二
回
公
開
学
習

 
 

 

十
二
月
十
五
日

火

 
 
 
 

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

 
 
 
 

大
ホ
ー
ル

◇
編
集
後
記◇

こ
の
編
集
に
あ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
に

堪
能
で
な
い
私
た
ち
が
大
変
困
っ
た
の

は
、
共
通
で
あ
る
べ
き
題
字
、
割
り
付

け
等
の
デ
ー
タ
が
存
在
し
な
い
こ
と
で

し
た
。
自
由
に
作
り
た
い
気
持
ち
を
抑

え
て
前
号
に
準
じ
て
作
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
各
学
園
の
広
報
部
の
ご

協
力
と
Ｐ
Ｃ
の
先
生
の
助
け
を
い
た
だ

い
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作
成
幹
事

い
き
が
い
大
学
伊
奈
学
園

校
友
会
連
絡
協
議
会 

公益財団法人いきいき埼玉からのお知らせ 

●彩の国いきがい大学ＯＢ講師大募集！

これまでに培った専門的な知識・経験・技能

を、いきがい大学の授業やクラブの指導、校友

会の学習等で活かしませんか！

申込み：所定の申込書にて７月３１日（消印有

効）までにお申し込みください。

※詳しくは下記までお問い合わせください。

●彩の国いきがい大学聴講生募集！

 いきがい大学の一部を開放し、体験いただく

聴講生を募集します。聴講生になると、平成

２８年度のいきがい大学の一年生課程に優先入

学することができます。ぜひ、ご家族やご友人

にご案内ください。

会場：一年制学園（熊谷・川越・鷲宮・春日部・入間のみ）

日程：９月～１１月のうちの３日間

受講料：２，０００円

申込み：所定の申込書にてお申込みください。

（８月３日必着）

※詳しくは下記までお問い合わせください。

問合せ：高齢者いきがい支援担当

電話 (土日祝を除く 9:00〜17:15) 

公益財団法人いきいき埼玉からのお知らせ 

●彩の国いきがい大学ＯＢ講師大募集！

これまでに培った専門的な知識・経験・技能

を、いきがい大学の授業やクラブの指導、校友

会の学習等で活かしませんか！

申込み：所定の申込書にて７月３１日（消印有

効）までにお申し込みください。

※詳しくは下記までお問い合わせください。

●彩の国いきがい大学聴講生募集！

 いきがい大学の一部を開放し、体験いただく

聴講生を募集します。聴講生になると、平成

２８年度のいきがい大学の一年生課程に優先入

学することができます。ぜひ、ご家族やご友人

にご案内ください。

会場：一年制学園（熊谷・川越・鷲宮・春日部・入間のみ）

日程：９月～１１月のうちの３日間

受講料：２，０００円

申込み：所定の申込書にてお申込みください。

（８月３日必着）

※詳しくは下記までお問い合わせください。

問合せ：高齢者いきがい支援担当

電話： (土日祝を除く 9:00～

17:15）

平成２ 年度決算の概要

収入額           円

内訳

① 会費        円

② 雑収入        円

③ 前期繰越      円

支出額           円

内訳

① 事業費 円

② 事業協力費 円

③ 事務局費 円

④ 傷害保険料 円

⑤ 予備費 円

平成２７年度予算の概要

収入額           円

内訳

① 会費 円

② 雑収入 円

③ 前期繰越 円

支出額           円

内訳

① 事業費 円

② 事業協力費 円

③ 事務局費 円

④ 傷害保険料 円

⑤ 予備費 円


